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治療の invitro， in vivoを含めた基礎研究を発表し
ていただいた.現在，この研究は遺伝子治療臨床研究
審査委員会に申請中であり，近い将来の臨床応用が期
待される.
金沢大学の溝上敦先生には r泌尿器科系癌に対す
る分子標的治療」と題し，腎癌，跨脱癌，前立腺癌に
対する選択的 HER2チロシンキナーゼ阻害剤
(TAK・165)を用いた分子標的治療に関する基礎デー
タを報告していただいた.この TAK】165は用いた泌
尿器科癌に対して著明な抗撞蕩効果を有しており，今
後の臨床応用に向けた検討が期待された.
会場の先生方からも貴重なご意見をいただき，実り
あるワークショップであった.
